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                「ヒゲの校長」 

                 谷進一監督 

⇑2023 年 5 月 14 日(日)〈伊勢〉 

 第７６回三重県聴覚障害者福祉大会 

 

 
                                                  ⇑2023 年 6 月 8 日(木)～6 月 11 日(日) 

  第 71 回全国ろうあ者大会 in おおいた 

   

 
 

2022 年 11 月 20 日(日)～21 日（月） 
第 34 回東海聴覚障害者体育大会(静岡) 

 

⇑2023 年 11 月 12 日(日) 
みみフェスティバル 2023in 松阪 

 

2023 年 11 月 20 日(月）⇒ 

「日帰り旅行」〈京都〉 
 

 わたしたち三重県聴覚障害者協会は聴覚障害者に豊かな知識と正確な情報の提供を行うとともに、会員相互およ

び一般社会との連帯を深め、聴覚障害者の社会参加を円滑に進めることを目的とし、１９４７年（昭和２２年） 

１月３日に結成しました。１９９１年（平成３年）４月１日には三重県知事が社団法人として認可、２０１４年

（平成２６年）４月１日に一般社団法人に移行した聴覚障害当事者の法人団体です。ろう者と支援者がお互いに助

け合って仲間を広げ、結成以来７７年にわたって聴覚障害者の社会参加と平等のために運動を続け、さまざまな権

利を勝ち取ってきました。２０１２年４月１日には長年の運動が実り、聴覚障害者情報提供施設である三重県聴覚

障害者支援センターが津市に設置され、当協会がその指定管理者となり、更なる聴覚障害者の福祉向上に取り組ん

でいます。 

 三重県手話言語条例は、聴覚障害の有無にかかわらず県民が相互に人格と個性を尊重し、安全かつ安心して暮ら

すことのできる共生社会の実現を図るために議員提案条例として２０１６年６月３０日に制定され、翌年４月１日

に施行しました。２０２１年３月には「遠隔手話通訳サービス事業」がスタート、２０２２年１月には手話通訳者

を付けた運転免許更新講習「特定任意講習」がスタート、現在も継続しています。 

 依然、さまざまな壁がありますが、これからも関係団体の皆さまとともに決して諦めず立ち向かっ 

て活動していきたいと思います。今後とも、変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますようよろしく 

お願い申し上げます。  一般社団法人三重県聴覚障害者協会 公認マスコットキャラクター『できるカモん』⇒ 

全日ろう連 

理事就任⇒ 

←卓球競技 

女子団体優勝 
⇐ 



  

＜２０２４年度 三重県聴覚障害者協会の運動方針＞ 
１．権利   ①県内各市町の手話言語条例制定を積極的に支援 
       ②差別解消や合理的配慮がなされる社会づくりに向けて、聴覚障害問題への理解促進 
       ③「手話マーク・筆談マーク」の普及、自由にコミュニケーションを取りあえる社会の実現 
 

２．手話言語 ①三重県手話言語条例で求められる施策の完全実行 
       ②すべてのろう乳幼児とその保護者が適切な情報提供を受け、手話言語に触れ、その獲得・習得

の機会を確保する支援施策 
       ③手話通訳者、要約筆記者、手話奉仕員、盲ろう者通訳・介助員の養成や派遣など、意思疎通支援事

業の周知と拡大 
       ④手話通訳者、手話奉仕員養成の担当講師の指導力や教授法の向上を図るための育成の強化 
       ⑤聴覚障害問題や手話などに関わる出版物の販売促進 
 

３．生活   ①ろう者の就労環境の向上、ろう教育の充実を求め福祉や労働・教育問題に取り組む 
       ②高齢聴覚障害者、介助が要る聴覚障害者が安心して暮らせる施設設立 
       ③アイ・ドラゴン４等の日常生活用具給付の拡大 
       ④ろう児・高齢ろう者の豊かな文化的生活の支援 
       ⑤三重県聴覚障害者支援センターの運営管理及び発展 
       ⑥災害時に被災ろう者への支援を行える体制を確立 
 

４．仲間   ①会員拡大（会員３０５名、賛助会員１６０名）への取り組みと、会員及び賛助会員へのサービス
や支援の提供 

       ②学校に通っている聴覚障害者や、ろう学校とのつながりを深める 
       ③福祉大会とみみフェスティバル、手話フェスティバルや単発事業の継続、発展 
       ④文化活動やスポーツ活動の奨励 
       ⑤日聴紙やみえデフＮＥＷＳ、季刊ＭＩＭＩの購読者拡大、ホームページの閲覧者増加 
       ⑥きこえない⼦どもや選⼿たちへ夢を与えられるようデフスポーツ・サポーターを拡大 
       ⑦三重通研、県サ連、三重難聴、全要研三重県支部＆三重要連、あゆむ会、きらりの会との連携 
       ⑧第３５回東海聴覚障害者体育大会・第８回東海聴覚障害者大会 in みえの開催成功 
 

＜事 業 内 容＞ 
一般事業・・・・・・・会員への情報発信、機関紙の発行事業、各種行事の開催（福祉大会、単発事業、手話フェ

スティバル、スポーツ大会、みみフェスティバル、学習会など） 
出版事業・・・・・・・手話に関する書籍、ＤＶＤ、ビデオやろう運動に関する書籍の販売 
委託事業・・・・・・・障害者スポーツ大会選手育成強化事業 
指定管理者委託事業・・三重県聴覚障害者支援センター 
そ の 他・・・・・・・専門部（体育・青年・女性・高齢）事業、共同委員会・小委員会活動など 
あゆむ 

＜当協会が発行する書籍等＞ 
⦿みえの手話ＤＶＤセット １，０００円 

⦿手話カレンダー ３００円  ※収益の一部を聴覚障害児・高齢聴覚障害者支援活動、2029 年全国ろうあ者体育大会

in みえ開催資金に充てています。 

⦿手話トイレットペーパー １個３００円／２個セット５００円→→2029 年全国ろうあ者体育大会 in 

  みえ開催資金に充てています。 

 
＜ 沿  革 ＞ 

 

１９４７年（昭和２２年） １月 当協会の前身となる「三重ローア倶楽部」結成 

１９４８年（昭和２３年） １月 当協会機関誌「三重ローア會報」創刊 

１９４８年（昭和２３年） １月 全日本ろうあ連盟と近畿ろうあ連盟に正式加盟 

１９５８年（昭和３３年） ３月 近畿ろうあ連盟を脱退し東海ろうあ連盟に加盟 

１９７８年（昭和５３年）１１月 鈴鹿市で「全国ろうあ婦人集会」初開催 

１９８０年（昭和５５年） ７月 伊勢市で「第１回手話劇コンクール」開催 

１９８６年（昭和６１年）１１月 鈴鹿市で「全国ろうあ青年研究討論会」初開催 

１９８９年（平成 元年） ９月 伊勢市で「全国ろうあ者体育大会」初開催 

１９８９年（平成 元年）１０月 三聴障新聞が第三種郵便物に認可 

１９９１年（平成 ３年） ４月 念願の法人化、「社団法人三重県聴覚障害者協会」に改称 

１９９４年（平成 ６年） ６月 四日市市で「全国ろうあ者大会」初開催 

１９９６年（平成 ８年） ８月 鈴鹿市で「全国手話通訳問題研究集会」初開催 

２００８年（平成２０年） ２月 津市で「全国手話通訳問題研究討論集会」初開催 

２０１２年（平成２４年） ４月 三重県聴覚障害者支援センター設置 

２０１４年（平成２６年） ４月 「一般社団法人三重県聴覚障害者協会」に移行 

２０１５年（平成２７年） ８月 鈴鹿市で「全国手話通訳問題研究集会～サマーフォーラム in みえ～」開催 

２０１６年（平成２８年） ６月 「三重県手話言語条例」が東海で初めて成立 

２０１７年（平成２９年） ４月 「三重県手話言語条例」が施行 

２０２１年（令和 ３年） ３月 「遠隔手話通訳サービス」事業が実施 

２０２２年（令和 ４年） １月 手話通訳者を付けた運転免許更新講習「特定任意講習」を開催 

２０２２年（令和 ５年） ４月 当協会ホームページ開設 

２０２２年（令和 ５年） ９月 伊勢市で「第５２回全国ろうあ女性集会 inＭＩＥ」開催 

２０２３年（令和 ６年）１１月 松阪市で「みみフェスティバル２０２３」初開催（アウトドアイベント） 
  



 ＜ 傘下協会・会長・会員数 ＞ ２０２４年３月２５日現在 

団体名称 会長名 会員数 賛助会員  団体名称 会長名 会員数 賛助会員 

いなべ市・東員町聴覚障害者福祉協会 伊藤 作夫 ２１名 ８名  伊勢市聴覚障害者福祉協会 大屋眞理子 ２８名 ４５名 

桑名市聴覚障害者協会 上村かおり １７名 ５名  伊賀市聴覚障害者協会  ２名 ５名 

四日市市ろうあ福祉会 山本 喜秀 ６９名 １９名  名張市聴覚障害者協会 藤山めぐみ ７名 ２名 

鈴鹿市聴覚障害者協会 大石 美幸 ６４名 ２４名  紀南聴覚障害者福祉協会 塩﨑 美紀 ３名 ５名 

津市聴覚障害者福祉協会 吉田 保則 ４９名 ２４名  事務局 ６名 ３名 

松阪市ろうあ福祉協会 深川 誠子 ３４名 １０名  ※２０２３年度→合計 ３００名 １５１名 
 

＜関 係 団 体＞ 
◇三重県難聴・中途失聴者協会・・・・・・難聴・中途失聴者の福祉の向上と親睦を図る 
 

◇三重盲ろう者きらりの会・・・・・・・・盲ろう者の自立と社会参加の促進、また盲ろう者に深い理解を持つ社会を作ること
を目的とする 

 

◇三重県手話通訳問題研究会・・・・・・・手話および手話を通じて聴覚障害者に関する諸問題を学び、手話通訳保障を確立し
聴覚障害者の生活と権利を守る 

 

◇三重県手話サークル連絡協議会・・・・・県内各手話サークルの交流と質的向上をめざすとともに、聴覚障害者の生活と権利
を守る 

 

◇三重のろう重複者と共にあゆむ会・・・・ろう重複障がい者に対する理解を広め、その家族を含めて福祉の向上をはかること
を目的とする 

 

◇特定非営利活動法人        ・・情報保障としての要約筆記に関係する問題を研究し要約筆記関係者の要請に応えて 
全国要約筆記問題研究会三重県支部  いく 

 

◇三重県要約筆記サークル連絡協議会・・・県内の要約筆記サークルの交流と聴覚障害者に関する諸問題を学び、要約筆記に
よる情報保障について研究し向上をめざす 

 

 

 ＜三重県の情報保障者の現勢＞ ※数値は全て２０２４年３月２５日現在 
三重県登録手話通訳者 １１６名（このうち厚生労働大臣公認手話通訳士 ４２名） 

 三重県登録要約筆記者  ６９名 盲ろう者通訳・介助員  ６９名 
 

 
■多様な社会参加の促進で生きがいを高めよう❕ 

 

 
 

■当会の２０２３年度事業の活動、歴史と伝統を受け継いでいこう❕❕ 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

               ↓ 

※いずれも一般財団法人全日本ろうあ連盟分担金３,５００円と東海聴覚障害者連盟連分担金５００円を含む。 

※みえデフＮＥＷＳ年間購読料（正・特別会員１,５００円、夫婦会員５００円）は別途徴収します。 

 第三種郵便物の承認条件数事情により満たないため夫婦は２部配布しています。ご理解ください。 
 

●賛助会員 個 人 ５，０００円 
 ～ 特 典 ～ 

１、運動方針・総括・決算会計報告書の送付、総会の傍聴 

２、みえデフＮＥＷＳの送付（年間購読料１,５００円を含む） 

３、当協会主催行事の参加費特典（福祉大会、手話フェスティバル等） 

４、厚生労働大臣認定手話通訳士試験の合格御祝金授与 
 

●賛助会員 団体・企業 １５，０００円 
 ～ 特 典 ～ 

１、みえデフＮＥＷＳの送付（年間購読料２,５００円を含む） 

２、当協会主催行事（福祉大会、手話フェスティバル等）ブース提供 

３、当協会ホームページにリンクやバナーの掲載 

 ＜名誉職・理事・監事・諮問委員＞ ２０２４年度 

  理事１４名（会長・副会長・常務理事・事務局・経理部・組織部・コミ対策部・ 

文化事業部・社会福祉部・体育部・青年部・女性部・高齢部） 

  参与 1名・相談役２名・監事 2 名・諮問委員３６名（２０２４年４月１日現在） 
 

 ＜関係会議＞ 
   三重県障害者施策推進協議会、三重県障がい者差別解消支援協議会、三重県障がいスポーツ協会、 

   三重県立聾学校評価委員会、公益社団法人三重県障害者団体連合会、聴覚障害者災害救援みえ本部、 

   三団体会議、医療委員会、制度委員会、手話通訳問題研究討論集会、全国手話検定試験地域試験委員会、 

   手話言語条例委員会、三重のろう重複者と共にあゆむ会、他 
 

 ＜小委員会＞ 
   コミュニケーション委員会、手話研究委員会、社会福祉部委員会、文化事業委員会、 

   体育部委員会、編集委員会、予算決算委員会、「咲む」みえ委員会、販売企画事業担当、 

   倫理・表彰委員会、デフスポーツ・サポーター委員会 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 ＜事務局就業時間帯・問い合わせ先＞ 
   〒５１４－０００３ 三重県津市桜橋２－１３１ 三重県社会福祉会館５階 
   平 日 ９：００～１２：１５ １３：００～１７：１５ 
    ※土・日・祝 事務局が定める休局日は休業します。 
 

    ＦＡＸ  ０５９－２２３－４３３０ 
    ＴＥＬ  ０５９－２２９－８５４０ 
    E-mail  deaf.mie@viola.ocn.ne.jp 
    Ｈ Ｐ  https://deafmie.com/ 
    ブログ  http://deafmie.cocolog-nifty.com/blog/ 
    YouTube  https://www.youtube.com/channel/UCzJle91pwI7WWquXqzyIhvQ 
 

 

  「三聴障協会費」「みえデフ NEWS」「出版物」「手話カレンダー」などの振込 
 

振込口座：百五銀行  津駅前支店  普通 １５１１９２ 
口座名義：イッパンシャダンホウジン ミエケンチョウカクショウガイシャキョウカイ 

種 類 会 費 項   目 
三聴障協 
会費 分担金 

協会機関紙 

※別途徴収 

正会員 １６,０００円 昭和３４年４月２日以降生まれの方 12,000 円 分担金合計 

４,０００円 
会費より 

全国や東海に 

支払います 
 

 

 

 

 

 

 

1,500円 

夫婦会員 ３０,０００円 昭和３４年４月２日以降生まれの夫婦 22,000 円 500円 

高齢会員 １２,５００円 昭和３４年４月１日以前生まれの方 8,500円 1,500円 

特別会員① ７,０００円 
生活保護受給者 

  ※生活保護受給証明書が必要 
3,000円 1,500円 

特別会員② １１,０００円 
大学生、専門学校などに在籍している聴
覚障害者。ただし、勤労学生を除く 

7,000円 1,500円 

特別会員③ ７,０００円 中、高等部に在籍している聴覚障害者 3,000円 1,500円 

＜内訳＞ 

全日ろう連 

３,５００円 
 

東海聴連 

５００円 

【ＨＰ】   【ブログ】

  

 

 

 

 
 

【YouTube】 

 

 


